
中山間地域等直接支払制度の取組事例

１ 集落マスタープランに特徴のある事例
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＜集落マスタープランに特徴のある事例＞

○農用地保全を目指した多方面に亘る共同取組

１．集落協定の概要

市町村･協定名 北海道宗谷郡猿払村 猿払地区
そうやぐんさるふつむら さるふつちく

協 定 面 積 田 畑 草地（100％） 採草放牧地
4,624ha 牧草

交 付 金 額 個人配分 41％
共同取組活動 集落の管理体制 1％

6,937万円 （59％） 農業生産活動等 7％
農用地等保全体制整備 2％
生産性･収益の向上に係る取組 39％
担い手育成に係る取組 4％
多面的機能の発揮に係る取組 1％
集落地域振興に係る取組 5％

協定参加者 農業者 73人、3農業生産法人（構成員 12人）

２．集落マスタープランの概要

酪農が中心であるため、10～15年後の目標を国際化に対応した安全で高品質な生乳･

、 、乳製品を低コストで安定的に生産することとし ①集乳道路及び構内の舗装化を推進し

効率的･衛生的な農村環境整備を目指す。②ＴＭＲセンターやトラクター利用組合によ

、 。 『 』る粗飼料生産等の委託により 良質生乳生産の拡大を図る ③ ゆとりのある農村社会

の形成を目指し、酪農ヘルパー利用組合や農村女性等を支援し、安定的な担い手の確保

を図る。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作･管理 周辺林地の下草刈り 農道路面の補修･改良 随時
草地4,624ha

個別対応 共同取組活動
個別対応

村内老人クラブとの花壇 有害鳥獣捕獲わなの設置等
水路・作業道の管理 整備の推進 きつね駆除50頭、からす駆除250羽

年2回 年２回
共同取組活動

共同取組活動 共同取組活動

新規就農者等の確保
農地法面の定期的な点検 屋敷林等の植樹 ・担い手活動の支援

年2回 ３６０本 ・受入協議会との連携推進
・農村女性活動の活性化支援

共同取組活動 共同取組活動
共同取組活動

廃屋・廃農機具等撤去
学校と連携した自然観察会 年１回

共同取組活動
共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

今回新たに集落協定に盛り込まれたものとしては、第一に、農地と自然との関わりに

ついて、将来の担い手となる村内児童生徒の理解を深めてもらうため、自然観察会の実

施を盛り込んだことである。第二に、農地保全対策として、鹿による被害とキツネやカ

ラス等による乳牛や飼料等の被害を防ぐため、猟友会と協定を締結して対策を講じるこ

ととした。

また、多面的機能の増進としては 「村の木｣であるナナカマドを平成１７年度につい、

ては村道から各農家の庭先まで植樹して特徴のある農村景観を形成することとした。

生乳の衛生管理上や農村景観維持の観点から、集乳道路の整備を行なうこととし、そ

の補助残額については、交付金で対応することを集落で決定した。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

、自然と農地の係わりについて

村内の児童生徒の理解を促進

するため、平成21年度まで全

校の児童生徒によるナナカマ

ドの植樹を計画。

老人クラブと提携した花壇づくり 村の木であるナナカマドの植樹用苗木

［平成21年度までの取組目標］

○ 集乳道路の舗装化を推進し、効率的・衛生的な農村環境整備を目指す。

（当初：舗装延長0ｍ、目標：舗装延長6,390ｍ）

○ 農業機械の共同作業及び共同利用体系の見直しを随時行い、集落営農組織の継続、充実を目指す。

（当初：トラクター利用組合数15、目標：トラクター利用組合数10）

（当初：ＴＭＲセンター数1、目標：ＴＭＲセンター数2）

○ ゆとりある農業、衛生管理及び乳質向上を目指す集落形成のため、関係する団体等の内容を充実さ

せるため運営費等の支援を行う。

（当初：ヘルパー利用組合延べ利用日数1,490日、目標：1,600日）

（当初：乳検検査頭数42,000頭、目標：43,000頭）
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＜集落マスタープランに特徴のある事例＞

○緑のふるさと活き生きプラン２１

１．集落協定の概要

市町村･協定名 青森県東津軽郡外ヶ浜町 上小国
ひがしつがるぐんそとがはままち かみおぐに

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地

77.7ha 水稲、そば、牧草 － － －

交 付 金 額 個人配分 50％

621万円 共同取組活動 担当者活動経費 5％

（50％） 水路・農道等の維持管理費 13％

多面的機能増進活動費 12％

体制整備に要する経費 15％

交付金の積立（田植機の購入）その他（事務費） 5％

協定参加者 農業者57人（うち上小国集落農業者37人、その他近隣集落等農業者20人）

２．集落マスタープラン及び農用地保全マップの概要

①当集落は、陸奥湾に面した町中心部から津軽半島の山あいに向かって西へ６ｋｍほ

ど入ったところに位置し、水稲栽培を中心にしながらも青森市などで他産業に従事

する兼業農家がほとんどである。６５才以上の高齢者が約３割を占める。

②従来から、農村景観美化や文化継承など、豊かな農村生活の維持に向けた活動に関

心が高く、近隣の大平地区や小国地区（下小国、中小国、南沢）とも様々な面で連

携する機会があった。

③このようなことから、制度参加に向けた集落内の話し合いもスムーズで、他集落の

農業者を一部加えながら、農業生産活動の活性化をはじめとする豊かなふるさとづ

くりを目指すこととなった。

○上小国集落マスタープラン「緑のふるさと活き生きプラン２１」の概要

【現状】

①ほとんどの世帯が農地を保有するが、その多くは兼業農家である。

②６５才以上の高齢者が約３割であり、元気ながらも農業者の高齢化が進行。

２人の認定農業者が主たる担い手となり、約６ｈａの農地集積をはじめ、大型機械

を所有しての農作業受委託に取り組んでいる。

③耕作放棄地約４ｈａを復旧し、約３ｈａに牧草、０．５ｈａを担い手へ集積、残り

０．５ｈａには一時菜の花やコスモスの景観作物を作付けした後、集落における

「冬の農業」に向けたビニールハウスなどを設置し、高齢者らの生きがい農園とし

て、葉物野菜等を栽培。

、 。④学校田として蟹田小学校へ提供し もち米の田植えから収穫までの技術指導を実施

⑤お山参詣や宵宮の伝統行事等を行うとともに、新たに「ふるさと広場in夏、冬」と

して、町内へも呼びかけながら、集落住民を中心とした交流イベントを実施。
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【将来像】

農村景観や文化継承などを次世代に残し、豊かな農村生活が将来にわたり維持され、

なおかつ小国・大平地域の活性と発展を目指すものであり、基本的な方向を多面的機能

と農業生産活動の両面から将来の姿の実現に向け取り組む。

①多面的機能の取組

・学校と連携して、子供たちに農業体験を通じた食の大切さなどを伝える。

・都市に住む住民が地域住民と一緒に農業体験や伝統行事ができる交流事業を実施

する。

②農業生産活動の取組

・農業の衰退が地域（農村）の崩壊を招くことから、多様な担い手が活躍できる地

域にあった集落営農づくりを非対象農家も含め、取り組む。

・女性や高齢者の担い手が活躍できる地産地消型の少量多品目野菜、山菜等のハウ

ス、露地栽培及び農協や町のフードセンターと連携した加工、販売、学校給食の材

料供給に取り組む。

・新品種をブランド化して販売できるよう関係機関と連携しながら生産体制を強化

に取り組む。

・小区画不整形の水田及び農道、用排水路の整備を行い、農地の集積団地化を進め

る。

・酪農農家と連携して、牧草団地及び大豆等の集団転作団地を継続して取り組む。

農用地保全マップの概要○

・用水路、農道、農地法面の管理（清掃、草刈り等）や定期的な点検等を行い、必要

に応じて、用水路へのヒューム管設置や農道への砂利敷きなどを実施する（水路の補

修が想定される箇所２箇所記載 。）

・協定管理地（復旧した耕作放棄地４ｈａ）における「冬の農業」ハウス設置等。そ

の他の農地は、認定農業者等担い手への農地集積及び（転作組合による）牧草栽培管

理する。

・集落内（街道沿い）へのプランターを設置する。
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［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 体制整備に向けた活動

生産性・収益向上
（ ） （ ）農地の耕作・管理 田77.7ha ・景観作物作付け 機械・農作業の共同化

（コスモスや菜の花を 農業機械の共同購入・共
個別対応40.7ha、共同(担い手 街道沿いに植栽） 同利用（トラクター、田
及び転作組合<牧草>)37ha ・プランター100個への 植機、畦塗機、モア等）

花植付け（マリーゴー 37ha→目標：77ha
ルド、パンジー）

水路・作業道の管理
・水路3.0km、年2回 共同取組活動 共同取組活動
清掃、草刈り

・道路5.0km 多面的機能の発揮
草刈り 年2回 （自然生態系の保全に関

）簡易補修 5月 する学校教育等との連携
学校と連携して農作業

共同取組活動 体験の実施
①蟹田小学校：稲作
②蟹田中学校：畑作

協定管理地（復旧した耕作放 共同取組活動
棄地）の管理（4ha）
・｢冬の農業｣及び転作作物 農地法面の定期的な点検 営農組織の育成
作付ほか （田77.7ha、年2回） （現状:担い手集積14ha→

）目標:92ha
共同取組活動 共同取組活動 協定外農地も含める

（一部担い手管理）
共同取組活動

集落内外との連携
・周辺の集落、営農組織、行政、農協等と連携して豊かなふるさとづくりを目指す。
・集落内外の住民と連携した体験交流活動の実施。
（集落営農研修会やいきいきふるさとの集い等開催）

３．取り組むべき事項の活動内容

マスタープランの実現に向け、個人所有の機械の共同化や新たに田植機を共同購入

し、共同利用を促進し、今後５年間のうちに周辺集落、営農組織、行政及び農協と連

携しながら、上小国集落営農組織の設立に向け取り組み、地区の全面積（９２ｈａ）

の農地集積を目指し、それに向けた認定農業者を中心に水田の農地集積を実施（地区

交付金で導入した協定所有トラクターによる管理地(赤カブ栽培)の耕起作業 学校田で子供たちの田植作業
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水稲作付面積４３ｈａ 。）

多面的機能の持続的な発揮の取組と

、 、して 協定管理地に体験型農園を設け

小学校の農業体験学習に続いて、中学

校でも農業体験学習を実施しており、

今後は、市民の体験農園の開設に取り

組むこととしている。

、 、また 集落内の非対象農家や非農家

集落外の都市住民とも連携し、地域の

活性化に向けた活動を展開する。

さらに「冬の農業」などを中心に、

地域の野菜や山菜栽培を振興し、女性

農業者らによる産地直売所の開設や漬

物などの加工販売、学校給食へ地元食

材を提供するなどの地産地消にも取り

組む。

［平成21年度まで取り組む目標］

○ 協定管理地（前対策で復旧した耕作放棄地）の効率的・効果的な運営

（３ｈａ：転作牧草地<酪農農家との連携>、0.5ｈａ：認定農業者への利用集積、0.5ｈａ：生き

がい農園的冬の農業実践ハウスの設置及び葉物野菜等の作付）

・水菜など野菜や山菜栽培とその加工販売

○ 機械・農作業の共同化（現状：37ｈａ→目標：77ｈａ）

共同機械の追加・整備と他集落との連携による効率的な運営

（現状：認定農業者所有トラクター（２台 、協定所有トラクター（１台 、モア、畦塗機、除雪） ）

機、溝掘機、田植機（Ｈ19年度購入予定）ほか）

○ 集落営農組織の育成

認定農業者２名を中心とした集落営農組織の育成（他集落との連携）

（目標：協定外農地の管理も含めた集落全面積（92ｈａ）の農地集積）

（現状：担い手による農地集積14ｈａ（協定農用地面積18％ ））

○ 自然生態系の保全に関する学校教育等との連携

・蟹田小学校と連携した学校田３ａにおける栽培指導等の継続化

○ その他の取組

・水稲新品種「まっしぐら」の積極的な導入による地域ブランド化

・集落の歴史や伝統行事を紹介するイベント「ふるさと広場in夏・冬」の継続開催

・集落営農に向けた各種研修会等の開催
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＜集落マスタープランに特徴のある事例＞

○集落がいきいきと活動できるマスタープランを作成

１．集落協定の概要

市町村･協定名 福島県二本松市 大平中井
に ほ ん ま つ し おおだいらなかい

協 定 面 積 田（91％） 畑（9％） 草地 採草放牧地

11.8ha 水稲 桑 － －

交 付 金 額 個人配分 49％

135万円 共同取組活動 将来の体制整備として取り組む活動 33％

（51.0％） 水路・農道等の維持管理 8％

農用地の維持管理 6％

管理体制における担当者の活動 4％

協定参加者 農業者 21人 非農業者 3人

２．集落マスタープラン及び農用地保全マップの概要

かつては養蚕地帯であったが、他産業従事者が多くなり、遊休桑園や耕作放棄地が

多く見られ、その対策が急務である。

こうした中で、前対策に取組み、活動の都度、話し合いを続けた結果、集落機能の

維持、継承を図りながら、地域の結集力で生産活動を行い、耕作条件の不利性の克服

に努めていくこととし 野菜や花の導入 ソフトプラン 目指す営農類型の確立 営、 （ ）、 （

農プラン 、コミュニティーの場づくり（ハードプラン）を柱とする「里づくりスリ）

ープラン」を作成し取り組むこととした。

①里づくりソフトプラン

・売れる野菜づくりのいろは：アンケートの実施、指導会の開催

・景観形成のための花づくりのいろは：指導会の開催、展示圃の設置

・野菜生産組合の立ち上げ：直売所→量販店→市場への出荷

・集落機能の維持継承：現行機能の再構築

②里づくり営農プラン

・水稲＋露地野菜：地域資源の活用、多様な品目野菜による集落営農の実現

・水稲＋大豆 ：地域特産と結びつけ、加工品も含め所得拡大

・水稲＋野菜販売：世代に即した農業生産の取り組み

・水稲＋山菜 ：山菜栽培による急傾斜農地の保全

・水稲＋受託作業：水稲作業委託を中心とした組織、園芸複合による所得拡大

・水稲＋多面的機能維持：集落組織で農地保全等、景観形成

③里づくりハードプラン

・コミュニティー施設の設置検討：集落員の情報交換の場をつくる

・コミュニティーガーデンの設置検討：季節の花に接する場をつくる

・いこいの森の設置検討：集落外から遊びに来られる場をつくる
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農用地保全マップには、集落における耕作放棄地の発生

防止や多面的機能の確保を図るため、農道の傷みが激しく

土砂入れや重機による整地が必要な位置、景観作物の作付

けの実施範囲さらには担い手への農作業の委託を図る範囲

も定めた。

【共同作業による景観作物作付け（ほ場等 】）

［活 動 内 容］

３．取り組むべき事項の活動内容

担い手育成の取り組みでは、集落の中心的担い手となっている認定農業者１名と集

落内の１名の他、現在兼業である協定参加者の中から１名を認定農業者として育成し

新たな担い手として、稲作作業の委託を進めることとしている。さらに、収益向上の

ため、水稲以外の新規作物として馬鈴薯の作付を全戸に進め、規模拡大を目指す。

また、地域内の連携を図るため、非農家（３名）とも共同しながら周辺環境の整備

に努めることとしている。

［平成21年度まで取り組む目標］

○ 担い手への農作業委託・・・・・集積率現状5％→目標50％

○ 集落内非農家３名との連携・・・景観形成活動への参加を促す

○ 景観作物の作付け ・・・・・・集落の景観形成（ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ）

○ 高収益型農業の実践・・・・・・新規作物として馬鈴薯を導入（目標100ａ）

○ 農道等の維持・管理・・・・・・バックホーによる農道整備（300ｍ）

（非農家との連携）
非農家3名と連携して景観
作物の作付け

共同取組活動

多面的機能の発揮

周辺林地の下草刈り
（約1ha、年１回）

共同取組活動

農地の耕作・管理 11.8ha)（

個別対応

水路・作業道の管理
・水路 2.5㎞ 年2回

清掃,草刈り
・道路 1.5㎞
年2回 草刈り
年1回 道路補修

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（随時）

共同取組活動

農業生産活動等 多面的機能増進活動 体制整備に向けた取組

担い手への農作業委託
（集約率5％→50％）

共同取組活動

担い手育成

景観作物作付け
（マリーゴールドを農道等
に植え付け）

共同取組活動
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＜集落マスタープランに特徴のある事例＞

○集落ぐるみの多面的機能持続発揮と担い手の育成

１．集落協定の概要

市町村･協定名 京都府京丹後市 佐野甲
きょうたんごし さ の こ う

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
23.7ha 水 稲 、 黒 大 豆 、

水菜
交 付 金 額 個人配分 50％
305万円 共同取組活動 役員報酬 5％

（50％） 研修会費等 15％
道・水路管理費 7.5％
農地管理費 10％
鳥獣害防止対策 7.5％
その他（事務費、通信費） 5％

協定参加者 農業者 35人、水利組合（1組織 、農業生産法人(1組織)）

２．集落マスタープランの概要
協定参加者以外の非農家も含めて実施した区民アンケートを基に集落マス

タープランが作成された。これを「～かけがえのない私たちのふるさとを創
る～」と題し冊子を区民全戸に配布した。区全体で集落の生産・生活基盤を
維持していくことが目標となっている。
具体的な5年間の活動目標は、水利組合等関係組織の強化、井堰の管理、

農地に隣接する道水路等の保全、管理、担い手への農地集積、農地と山林部
の隙間管理、獣害対策、共同農業生産活動、生活環境づくりで、毎年の活動
計画は次のとおりである。
【毎年の活動計画】

(1～5年目共通)水路・農道の維持・管理、農作業の共同化等
(2～5年目共通)小学生の体験学習
(1年目）学校と連携協定締結,(4年目)耕作放棄地復旧

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田 ・学校教育との連携 機械農作業の共同化
ha） ・レンタカウ事業により （無人ヘリコプターの共同23.7

区内子ども会と牛の学 利用を18.4ha（ 58％）実
個別対応 習会 施、目標22.4ha)

共同取組活動
水路・作業道の管理 共同取組活動
・農林道約6km、河川法
面、年２回 草刈 鳥獣害防止対策

・桜並木の植え込み 捕獲檻(1基)、電気柵の設 担い手への農作業の委託
置・管理（21セット） 説明会(2回)

共同取組活動 周辺林地の草刈 利用権設定(7.8ha→9ha)

共同取組活動 共同取組活動
農地法面の定期的な点
検（年2回及び随時）

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

本集落は、協定参加者を主体に平成12年から農作業の効率化や生物の保護

に取り組み、無人ヘリ共同防除の実施や担い手への農地集積、魚類保護看板

の設置等については一定の成果があった。高齢化や少子化が進む中、今後集

落を維持していくためには非農家の理解と協力が不可欠と考え、集落協定の

再締結を契機に協定者のみならず非農家も含めた全区民アンケートが実施さ

れた。このアンケートを基に区の多様な団体の代表者による話し合いが重ね

られ、集落マスタープラン（集落ビジョン）として取りまとめられた。１０

「 」～１５年後の集落の将来像を ～かけがえのない私たちのふるさとを創る～

、 。と掲げた冊子は全戸に配布され 集落の意識が高揚し活動方策が共有された

近年、イノシシ等による水稲被害が増加し、個々の対応では追いつかなく

なってきたことから、農地で牛を放牧する京都府のレンタカウ事業(獣害防

止、地力増進及び草刈りの省力化に効果)に取り組んでいる。この事業を利

用し、地元の小学校等で見学会を催して放牧の目的や効果、牛の生態等の講

義をし学習会を開催するとともに農業体験学習(春に芋植え、秋に収穫を予

定）をするなど学校教育と連携した多面的機能の発揮に取り組んでいる。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

・獣害対策区域、水路、農

道、国道を示している

集落マスタープラン(冊子を作成全戸配付) サツマイモの植え付け体験 (1，2学年)

［平成21年度までの取組目標］

○ 担い手への新たな利用権設定５％以上の増加（当初7.8ha 目標９ha)

○ 無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀ-の共同利用（共同防除等18.4ha→22.4ha）

○ 鳥獣害防止柵の設置

○ 小学校と連携した体験学習等の実施
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＜集落マスタープランに特徴のある事例＞

○非農家と連携し地域文化財の保護及び周辺美化

１．集落協定の概要

市町村･協定名 和歌山県橋本市（旧高野口町） 西 川
はしもとしきゅうこうやぐちちょう にしかわ

協 定 面 積 田（43％） 畑(57％) 草地 採草放牧地
13.7 ha 水稲 柿他

交 付 金 額 個人配分 50％
204万円 共同取組活動 役員報酬 2％

（50％） 学習会等研修経費 4％
多面的機能増進活動経費 5％
積立・繰越（地域文化財改修） 39％

協定参加者 農業者 21 人

２．集落マスタープランの概要

西川集落は、今後一層高齢化することが予想されるため地域ぐるみで農業を守ってい

くという考えから、集落内農家の実態把握と意向調査（アンケート）を行い、アンケー

、 、 。ト結果を基に地域で話し合い 地域農業の将来像を作成し それに基づき活動していく

また、集落内非農家４名と連携し、地域の文化財である地蔵尊の改修、及び周辺環境

の美化活動を行う。この作業を非農家も含めた区民全体で取り組むことにより、集落内

の共同意識の高まり等が期待でき、地蔵尊及び周辺環境を整備することにより多面的機

能の増進が図られる。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 体験農園の開設 認定農業者の育成
田5.9ha 、畑 7.8ha （設置箇所及び体制検討） （１人→３人）

個別対応 共同取組活動
共同取組活動

水路・作業道の維持・管理 多面的機能の発揮に向けて非
景観作物作付け 農家４戸との連携した地域文化

補修、改修（適宜） 財周辺の美化
清掃、草刈（適宜） （清掃、花の植栽など）

共同取組活動
共同取組活動 共同取組活動

農地法面の点検 その他の活動
（随時）

集落アンケ－ト実施 地域文化財（地蔵尊）の改修
（現状と将来意向）

個別対応
共同取組活動 共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

本集落は柿と水稲を中心とする中山間地で、前期対策では主に農地の維持・管理に重

点を置き活動していたが、今後一層高齢化することが予想されるので、今まで以上に活

動を発展させて地域を守っていくために集落協定を再締結した。

具体的には、今後５～10年後に集落をどのようにしていくかという点に重点を置き、

集落の現状把握や住民の将来に向けての意向等を把握するためのアンケートの実施やア

ンケート結果に基づき作成する地域の将来像を具体的に明確にしていく。

また、担い手として認定農業者の育成（３人）を目指していく。さらに、多面的機能

の増進に向けて、非農家と連携し集落のシンボル的存在である地蔵尊の改修工事を行う

とともにその周辺に花を植えるなど周辺美化活動にも取り組んでいくこととしている。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

水路・農道の補修箇所を明示している

現在の地蔵尊

［平成21年度までの取組目標］

○ 集落内非農家（４戸）と連携しての多面的機能増進活動（地域文化財の改修）

○ 認定農業者の育成 現在１人→目標３人

○ 水路・農道の改修 Ｌ＝100ｍ
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＜集落マスタープランに特徴のある事例＞

○集落活性化への取り組み

１．集落協定の概要

市町村･協定名 鳥取県岩美郡岩美町 東因幡
いわみぐんいわみちょう ひがしいなば

協 定 面 積 田（92％） 畑（8％） 草地 採草放牧地
21.2ha 19.5（水稲、小豆） 1.7（露地野菜）

交 付 金 額 個人配分分 50％
332万円 共同取組活動分 会議、事務費等 3％

（50％） 農地、農道、水路、機械管理 10％
鳥獣被害防止対策 21％
棚田保全活動 16％

協定参加者 農業者 55人

２．集落マスタープランの概要

(1)将来像

現在、棚田を利用したオーナー制度を実施しているが、近年オーナー数は減少傾向

にある。また、農業従事者の高齢化により耕作放棄地の増加が懸念されるため、オー

、 。ナー制度を魅力あるものに改革し オーナー数の増加に努め棚田の保全を行っていく

(2)５年間の目標

①棚田オーナー数増加のための話合い及び制度改革

②棚田ボランティア募集の拡大

③機械の共同利用検討会の開催

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動

１．鳥獣被害防止対策（7ha） １．棚田オーナー制度の実施
・ｲﾉｼｼ侵入防止柵設置 ・募集面積：田10ａ オーナー料：35,000円

（ ）金網設置 2,100ｍ ①オーナー作業 年２回 ５月に田植え､９月に収穫､芋植え
②作業後交流会（地元産の米、野菜等による料理賄い）

関係農業者及びボランティア ③適宜オーナー農地管理（地元農業者による管理）
④収穫米、特産品贈呈（米３０ｋｇ、地元産野菜）

２．オーナー制度改革検討会
２．水路、作業道の管理 ①１オーナーあたりの農地範囲見直し検討
・水路 年2回 ②必要経費見直しによるオーナー料見直し

清掃、草刈り ③交流方法会の開催方法見直し検討
・道路 年1回 ④附加価値の導入検討（魅力ある制度作り）

草刈り、簡易補修 ⑤その他ボランティアへの参加 等

共同取組活動(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ含む) 共同取組活動

３．棚田ボランティア活動
・水路の清掃･草刈り年２回、作業後交流会の実施、鳥獣被害
防止柵設置

４．ボランティア募集拡大検討会

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

当集落は、鳥取県の東南に位置し、町内でも最も奥部に位置する。当該地域は、日本

の棚田百選に選ばれた横尾棚田を有する地域ではあるが、農業従事者の高齢化により耕

作放棄の増加が懸念され、また、導水路管理等に支障をきたす状況が出てきた。

このような中、平成１２年度に中山間地域等直接支払制度が創設され、農地、水路管

理に苦慮していた当該地域においては、初年度から中山間総合整備事業によるほ場整備

の実施区域で１つの集落協定を締結し、棚田を含めた地区農地を共同意識のもとで保全

していくことの合意を得た。

また、平成１１年度から棚田ボランティア隊（当時の県農村整備課の呼びかけにより

結成）の受け入れ、平成１２年度には棚田オーナー制度（町内外から棚田オーナーを募

集し、田植え、稲刈り等の体験をしてもらう制度）の創設を行っており、現在では、地

域と町でその運営にあたり、直接支払交付金を利用しながら棚田を含めた地域内農地の

保全に努めている。

棚田オーナーによる田植え風景 ボランティア作業前説明風景

［平成21年度までの取組目標］

○ 棚田オーナー制度

① オーナー数の増加 ② オーナー田の増加 ③ オーナー制度の改革

○ 棚田ボランティア

① ボランティア募集及び参加数拡大

○ 機械の共同利用

① 籾摺機の共同利用実施 ② 田植え機等の共同利用検討会実施

14



＜集落マスタープランに特徴のある事例＞

○みんなで守ろう集落の資源“水・土・環境”

１．集落協定の概要

市町村･協定名 島根県邑智郡邑南町 日 向
おおちぐんおおなんちょう ひゅうが

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
15ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 0％
130万円 共同取組活動 農道水路の管理・有害対策 10％

（100％） 多面的機能増進活動 20％
生産性収益向上活動 10％
共同機械購入費積立 60％

協 定 参 加 者 農業者27人、水利組合5組合

２．集落マスタープランの概要

集落の資源である「水・土・環境」を将来に持続的に残せるよう、農地・農業用水等

の資源保全と併せ、生態系、景観にも配慮した質的向上活動と地域共同の取組を進めて

いく。

、 、放置されていた棚田の復旧 生態系・景観の保全のための集落環境の調査等の活動と

それを実現するための組織の構築を行っていく。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作･管理（田 ） 農地周辺の下草刈り 機械農作業の共同化15ha
（周辺林地、河川） （防除機械を購入し、目標5ha

個別対応 の機械農作業受託組織を構成)
共同取組活動

共同取組活動
水路・農道の管理
・水路3km、年１回及び随時 景観作物作付け

泥あげ、草刈り （農道・水路沿い1kmに景 加工食品への取り組み
・道路 、随時 草刈り 観木150本を植栽・管理） ・農産加工組合の設立3km

（未作付農地にコンニャク・ソ
、 ）共同取組活動 共同取組活動 バ0.15haを作付け 製造・販売

共同取組活動
農地法面の定期的な点検 遊休農地の活用

( a)・面抑草ネット効果実証（田 景観作物レンゲ30
300㎡）

共同取組活動
共同取組活動

棚田の保全・生態系調査

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

集落構造調査（将来人口予測）や農地・農業用水等の地域資源の有している多面的機

能の実態把握を行った結果、今までの現状維持活動から質的向上を図る活動計画への合

意形成がなされ、集落の山や川は資源ととらえ、全戸で守り、向上をっていく意識が強

まった。

具体的な取組として、放置されていた棚田の復旧や生態系・景観の保全等集落環境の

調査、防犯対策まで幅広く活動するための組織を構築し将来に残す環境作りのための実

践活動を目指す。

○農用地等保全マップ

・集落の総点検（資源・賦存量調査、生態系調査、環境保全調査）を実施し、環境点検

図を作成

・環境点検図を参考に農用地保全マップを作成

［平成21年度までの取組目標］

○ 道路・用水路等施設のきめ細やかな手入れ

○ 集落自然環境の保全と景観づくり

○ 機械・農作業の共同化

○ 資源を活用した加工食品の製造・販売
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＜集落マスタープランに特徴のある事例＞

○集落で進める機械の共同化と集落の結束を進める境川歴史マップの作成

１．集落協定の概要

市町村・協定名 山口県長門市 境 川
な が と し さかいがわ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
34ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 47.5％
362万円 共同取組活動 活動経費 13.0％

（52.5％） 事務費 9.1％
将来像実現のための経費 13.8％
施設の維持・管理等の共同取組みに要する経費 11.1％
農用地の維持・管理を行う者への経費 5.5％

協 定 参 加 者 農業者38人、非農業者4名

２．集落マスタープランの概要

兼業農家が主体の集落であり、今後高齢化になり担い手育成が困難なため、まず機

械・農作業の基幹的農作業の共同化に取り組み、農地の保全を図る。また多面的機能の

発揮に向けた非農家との連携に向けたふるさと・歴史・伝統行事の継承・新しいものへ

の掘り起こしに挑戦して、子供、老人が元気に遊ぶ境川、みんな生き生きと暮らす境川、

好きな場所と遊び場のある境川、歴史と文化を活用する境川、都市との交流、特産品の

ある境川、最終処分場との融和・共同・共生を目指し、田園空間をアピールする。

５年間の工程表にフロー図を用いて詳細に記載し、協定参加者の合意形成を行った。

[ 活 動 内 容 ]
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作･管理(田 34ha) 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化:
（年3回） (防除機現状0.0ha( 0.0 )､目標3.5ha: %

個別対応 (10.2 ))%
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理

・水路2.2km､年2回､草刈り 非農家の参画による
・道路2.5km､年2回､草刈り 境川地蔵祭りと境川 非農家・他集落等との連携

景観作物作付け ・祭り前の非農家を含めた準備作業等
共同取組活動 により周囲景観の向上

共同取組活動 ・非農家・子供等の参加人員の増員
・間伐材を利用した立て看板の設置

農地法面の定期的な点検 ・境川歴史・散歩マップ又は先人が残
（年２回及び随時） した歴史綴りの再発行

共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
○集落外とも交流を促進し、集落の景観、農業生産体制の整備を促進する。
まず、都市住民に、田園空間のアピールを行い、集落の活動への参加を呼びかけていく。
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３．取組みの経緯及び内容

○ 前期対策より引き続き継続しての協定締結である。

特に境川集落はほ場がいくつもの浴に分かれており共同作業をすることが困難であ

るが引き続き協定を締結することによって将来の集落の活性化と共同作業の意識の醸

成と礎を創ることを目的とし、第一期をベースにさらに前向きに進めていこうとして

いる。

○ 集落マスタープランの集落の将来像、５年間の工程表、農地保全マップの作成につ

いて積極的な話し合いがされている。

○ 農業生産活動の体制整備として、病害虫防除機の共同化と多面的機能の持続的発揮

に向けた非農家・他集落等との連携に取り組む。

○ 病害虫防除機械の共同化については現状は０であるが、５年後には集落の１０％以

上を実施する予定。

○ また、多面的機能の持続的発揮に向けた非農家・他集落等との連携では、集落行事

に加え、集落の資源を再発見する「境川歴史・散歩マップ（仮称 」の作成を行う。）

○農用地保全マップ

オルソ画像を利用。

農道舗装予定箇所、

今後検討していく未舗

装箇所を記すなど具体

的な内容となっている。

（農道マップ） （水系マップ）

作成中の歴史・文化マップ 共同取り組み活動

［平成21年度までの取組目標］
○ 集落での病害虫防除機械の共同利用による営農の効率化・低コスト化
（当初０ha、目標3.5ha（協定農用地面積の10.5％ ））
○ 多面的機能の持続的発揮に向けた非農家・他集落等との連携、歴史・文化マップを作成
（１割の協定参加者を確保）
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＜集落マスタープランに特徴のある事例＞

○ボランティアグループと共に景観作物作付け

１．集落協定の概要

市町村･協定名 高知県南国市 桑ノ川
なんこくし くわのかわ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地

3.3ha 米

交 付 金 額 個人配分 50％

69万円 共同取組活動 役員手当 2％

50％ 景観作物維持管理費 18％（ ）

農地・水路・農道等の管理 30％

協定参加者 農業者 6 人

２．集落マスタープランの概要

当集落は、南国市の最北部に位置し、高齢化、過疎化が進み集落全体でも住民は６世

帯、集落の存続そのものが危うい状態である。しかし、旧制度から作付けをしてきた水

芭蕉が新聞に掲載され、多くの観光客が訪れている。これを新たな観光名所とし、周辺

にある鳥居杉、瀬戸の滝等の名所を活用して、適正な農業生産活動を通じ観光地として

集落を存続させていきたい。

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田3.3ha 景観作物作付け 鳥獣害被害対策（ ）

（景観作物として水芭蕉 いのししの被害防護柵の設置

個別対応 1ha、作付け随時 ボラン 既設分の電気牧柵への変更

ティアグループと共同で

草引き年２回） 共同取組活動

農地法面の定期的な点検

（年２回及び随時） 共同取組活動

共同取組活動

集落外との連携

○水芭蕉の草引きに集落外のボランティアグループと連携している。
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３．取組の経緯及び内容

当集落は、過疎化、高齢化が進んでおり平成１７年度からの新制度における協定締結

について、今後５年間の維持管理は困難との参加者が複数いたが、市や他の参加者との

協議を重ねるなかで、高齢化や、病気等で継続できなくなった場合でも、農用地を引き

受ける認定農業者等を構成員に追加するなどの対応も可能であることを理解してもら

い、全員が新制度での協定締結となった。

旧制度から、共同取組費を使い作付けしてきた水芭蕉が順調に生育し平成１６年には

地元新聞にも取り上げられ、多くの観光客が訪れた。水芭蕉の管理には手作業での草引

、 。きが不可欠であり 多大な労力を要するためボランティアグループが手伝いに来ている

今後、ボランティアグループにも協定に参加して貰い、南国市の新しい名所として定着

。 、 、 。させることを目指している また 観光客に対して 地元特産物の販売も予定している

○農用地等保全マップ

・鳥獣害防止対策

いのししの防護柵の設置及び、既設置箇

所は電気牧柵への変更。

ボランティアグループと共同で草引き 水芭蕉（３月～４月が見頃）

［平成21年度までの取組目標］

○ 地場産農産物の加工・販売

平成１８年度より、こんにゃく、ぜんざい、もち等を観光客へ販売。

○ 多面的機能の持続的発揮にむけた非農家との連携

平成１８年度にボランティアグループの集落協定への参加。
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＜集落マスタープランに特徴のある事例＞

○ワークショップ形式によるマップとビジョンの策定

１．集落協定の概要

市町村･協定名 熊本県上益城郡山都町 井無田
かみましきぐんやまとまち い む た

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
19.6ha 米

交 付 金 額 個人配分 25％
298万円 共同取組活動 集落の各担当者の活動に対する経費 8％

（75％） 集落の将来像を実現するための活動に対する経費 8％
水路農道等の維持管理など共同取組活動に要する経費 27％
農用地の維持管理活動を行う者に対する経費 27％
全体研修・役員研修に要する経費 5％

協定参加者 農業者 28人、組合（構成員 人）

２．集落マスタープランの概要

過疎化、高齢化が進む中、集落で定めた「井無田集落ビジョン」をもとに、集落住民

をはじめ、訪れる人たちや子供、老人までみんなが手を結び合い、生き生きとした集落

をつくることを将来像とした。

○５年間の目標

・農道・水路等については、協定参加者による適切な管理を行い、改修が必要な農地、

農道、水路については保全マップに従い改善していく。

・豊かな自然を活用し、学校やPTA等の教育機関と提携し、自然観察会や体験農園とい

った企画の実現を目指す。

・集落内の個人所有機械や、共同機械をリストアップし、利用の高度化や管理体制の整

備に努める。また、機械の高度利用や作業受委託組織を育成することによって、担い

手への農地集積を可能なものにする。

・オペレーター育成を行ない、農作業の受委託等がスムーズに行えるような条件整備を

。 、 。進める また 高齢者の所有する耕地の維持管理作業を受託する組織の育成を進める

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田19.6ha） アイガモ利用や緑肥作物 機械農作業の共同化
水路の管理(清掃、草刈り) の作付け等の推進 （田植え、収穫の共同利用

を２ha（10.2％）実施する)
個別対応 個別対応

共同取組活動

農道管理(草刈り･敷砂利 年2回) 自然生態系の保全に関す
る学校教育等との連携（都 認定農業者の育成

共同取組活動 市小学校等と連携し自然 （新規に認定農業者を１名
観察会等を開催する） 以上育成する）

鳥獣害防止策の設置 共同取組活動 共同取組活動

個別対応(交付金利用)
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３．取組の経緯及び内容

当集落においては、中山間地域等直接支払制度の集落協定の取り組みを通じて集落内

での話し合い活動が活発化し、今後の集落の農業のあり方を考える必要から集落ビジョ

ンを検討することとなった。

集落ビジョンの策定は、集落農業者自らの自主性と主体性を尊重するためワークショ

、 、 、 、ップ形式で行い 住民自らによる集落点検 耕作予想図の作成 集落外からの意見聴取

農地点検マップの作成等段階的に取り組んだ。昨年、それらの総まとめとして、これか

らの集落の将来像を明確化するとともに、その実現に向けた具体的な活動を行っていく

ため「井無田集落ビジョン」を策定した。

本年の協定締結にあたっては集落ビジョンを基本に農業生産活動はもちろんのこと、

体制整備単価交付要件である「機械の共同化 「認定農業者の育成 「自然生態系の保全」 」

に関する学校教育等との連携」にも取り組むこととしている。現在、体制整備等を行っ

ており、５年間での全目標達成を目指している。

○農用地等保全マップ

・自分たちが管理すべき農道水路はもちろんのこと、生

活環境における改善箇所や農地等の整備が必要となる

箇所、今後耕作放棄地になりそうな箇所についても図

示している。

また、この問題点はその緊急度ごとに区別しており、

今後の整備計画の資料としている。

・達成目標としているものは農道水路の改修、鳥獣害防

止対策

農地保全マップの作成状況 共同作業による休耕田の管理

［平成21年度までの取組目標］

○ 集落での機械の共同利用による営農の効率化・低コスト化

（目標２ha（協定農用地面積の10.2％ ））

○ 地域農業の核となる認定農業者の育成（目標：新規認定を１名以上育成する）

（ 、 ）○ 自然生態系の保全に関する学校教育等との連携 目標：都市小学校等との自然観察会の企画 開催
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